ネパール大震災に被災したトリブバン大学地質学教室に義捐金を！
3月25日にカトマンズ北西約８０ｋｍ地点でM7.8の地震が起こり、カトマンズを含む東西230kmｘ南北150kmほどの範囲にメルカリ震度VI強（気象庁震度約４）以上、とりわけカトマンズを中心とする120kmｘ50kmほどの範囲はメルカリ震度VIIIからIX（気象庁震度５～６）の激しい地震動を被りました（図1）。その後M4.5 を越える多くの余震があり（図2）、5月12日にはカトマンズ東方60km地点でM7.3の最大余震がありました。

この地震の震源は、地下に想定されている主ヒマラヤ衝上断層面にあり（図3、吉田・Upreti, 2006参照）、100kmｘ50kmレベルの断層面の動きがあったと推定されています。カトマンズ西方のネパールヒマラヤで大地震が発生することは確実視されており、それに対して備えねばならないということは、1990年代からいろいろなところで指摘されてきました（UNDP/UNCHS, 1993; Basnet et al., 1998; 吉田・Upreti, 2006; Uprethi and Yoshida, 2011）。それにも関わらず、ネパール政府と各自治体は長い間、殆ど有効な対策を立てず、或いは立てても実行できませんでした。そんな状況の中で起こった今回の地震です。
この一連の地震により、ネパールの人口の約30％に当たる約800万人が被災し、死者8500人以上、負傷者20000人以上、全半壊建物が54万戸以上、被害総額約6000億円と報じられています。被害はとりわけ古い建物や、簡素な住宅の多いカトマンズ周辺の町村に集中しており、山岳地域では地すべりや雪崩が発生し被害を増しています。

地すべりと雪崩の被害は、カトマンズの北のランタン谷で最も大きいものでしたが、地団研にご後援名義を頂き、これまで4回実施してきた日ネ合同学生のヒマラヤ野外実習ツアーの重要なコースであるカリガンダキ河では、タトパニの南10km地点で大地すべりが発生し、Bhaishari村を埋め、本流をせき止めて一時は本流2kmに及ぶ湖ができたそうです。来年の第5回学生ヒマラヤ実習ツアー計画への影響が心配されています。

1970年代から日本の地質学界と交流の深いトリブバン大学地質学教室とその教員、学生達も大きな被害を受けました。教室教員らは皆無事ですが、住居に被害を受け、あるいは身内に死傷者を出すなど、大変な状況のようです。教室の建物の状況は、とりわけトリチャンドラキャンパスが問題です。ここは1934年のネパール・ビハール大地震によって部分的に壊されたまま利用していたものですが、今回の地震でついに部分的に崩壊し、あるいは大きな亀裂が入り、すべての教室は危険で使用できない状態になりました。地質学教室では大学に修理・再建を申請する一方、国際機関や各国政府等への援助申請を計画中ですが、どこもまずは学生・教員・国民の生活の安定と、経済の回復に向けて取り組むのが精いっぱいで、高等教育に対して援助を回す余裕は無いようです。教室では一日も早い授業再開に向けて連日全教員が集まって頭をしぼっていますが、なんともならないのが現状です。
そこで、地団研の皆さんに、トリチャンドラキャンパス地質学教室の一日も早い授業再開に向けた義捐金への拠出をお願いすることにしました。ご賛同頂ける方は下記の要領でご協力をお願いします。

記
義捐金募集期間：2015年６月１日～2015年12月31日、義捐金総額が10万円に達し次第　　　　　　　次々と送金する。
義捐金の額：一口3000円（複数口も歓迎）
振込先：①三菱東京UFJ銀行　河内長野支店（店番：２４７）
　　　　　普通預金口座：００７５３５１
　　　　　口座名義人：ヨシダ　マサル
②ゆうちょ銀行　（口座名義人：ヨシダ　マサル）
　　　　　記号：14750　番号：2574351
　　　　　ゆうちょ銀行以外の金融機関からのお振込
　　　　　銀行名：ゆうちょ銀行　支店名：四七八（ヨンナナハチ）、店番４７８
　　　　　預金種目：普通預金、口座番号：0257435
以上
